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１．はじめに 

圧入ケーソンは,クローラクレーンに装着したクラムシェルで水中掘削を行

いながら，周辺地盤に打設した圧入反力用アンカーを反力として圧入沈設する

工法である．ケーソン沈設時の問題点として洪積粘性土地盤において長期の日

数が必要となる点である．これは，ケーソン刃口にクラムシェルのツメが届か

ず掘削が困難なため，刃口部分に洪積粘性土が付着して刃先抵抗力が増加する

ことが原因であった．筆者らは，この問題点を解決するため，コアドリルを刃

口部に設置し付着した洪積粘性土を容易に削孔，排土し，従来より短期間でケ

ーソンを沈設できる技術の開発を行った．本報告は，その概要と開発に当たっ

て実施した各種実験について述べる． 
２．工法概要と特長  

 本工法は，ケーソン刃口部分に軽量なコアドリル（Φ160～200）削孔機を設

置し，刃口部の洪積粘性土を掘削・排土して，従来よりケーソンを急速に沈設

する工法である．使用するコアドリルは，一般的にコンクリートのコア抜きを

する場合に使用される削孔機であり，ケーシング外周部だけを切削するため切削時に大きなトルク及び推力が

必要なく，軽量な機械装備となる．本工法の特長として，①従来の技術より洪積粘性土区間のケーソン沈設の

工期を短縮できる，②削孔機が軽量且つ容易に削孔できるため水平リング及び移動装置がシンプルな構造とな

る，③砂置換に比べて経済性に優れる，点である（図-1，図-2 参照）．以下に，本工法の施工ステップを示す． 

STEP-1（削孔機セット）：水平リングに削孔機を設置し刃口部まで削孔機を下ろし，所定の位置で固定する． 
STEP-2（削孔）：コアドリルを削孔速度約500mm/minに設定し刃口先端まで削孔する． 
STEP-3（土砂引上げ）：削孔終了後，ドリル回転を停止しコアドリル内の洪積粘性土を引上げる． 
STEP-4（土砂排出）：所定の位置まで引上げ完了後，コアドリル内に送水し土砂を

水圧及び振動により排出する．STEP2～4を繰り返し実施し，刃口部全周を開口する． 
STEP-5（ケーソン沈設）：刃口部の洪積粘性土の除去完了後，ケーソンを圧入し沈

設する． 
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図-2 コアドリル削孔機

図-1 急速化掘削工法のイメージ

図-3 施工ステップ
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３．各種実験 

(1)削孔実験  

 コアドリル掘削機が洪積粘性土を切削できるかを確認するために，室内での削孔実験と現場での削孔実験を

実施した．室内試験では微粉末粘土と砂（重量比 9：1）及びセメントを攪拌して模擬土層を製作し削孔実験

を実施した．室内試験の模擬土層は qu=0.1～2.0(N/mm2)で行い，削孔角度も実現場を想定し 30°の傾斜を付

けて実施した．現場試験では横浜市に多く堆積する上総層群中里層の泥岩（N 値 100）で削孔実験を行った．

両実験とも，コアドリルでの洪積粘性土の削孔は容易でコンクリート削孔時の半分以下の削孔抵抗であった．

ビット形状，削孔距離(500～2000mm)，削孔速度(300～600mm/min)
をパラメータとしたが切削抵抗に大きな変化は見られず，室内実験と現

場実験の削孔抵抗はほぼ同等であり，室内実験結果が現場の洪積粘性土

においても十分適用できる事が確認された．また，削孔終了後の土砂引

上げは刃口先端で焼付け（送水停止区間 500mm）を起こすことにより

容易にコアドリル内の土砂を引上げ可能であることが明らかとなった．  
 

 
 
 
 

 
 

(2)水平移動削孔実験 

 コアドリル削孔機は刃口部全体の洪積粘性土を除去する必要があり，刃口部を水平移動しなければならない．

これまでの実験の削孔抵抗から移動装置は簡易でシンプルな構造でも可能であると確認されたため，移動試験

はチェーンと歯車を用いた簡易な装置において実施した（写真-3 参照）．その結果，削孔装置の移動はスムー

スで且つ固定装置が強固ではなくても連続削孔が可能であることが明らかとなった（写真-4 参照）． 
(3)水中動作確認実験 

 これまで，コアドリル削孔機は大深度水中下での施工実績はほとんどなかったため，水中における動作確認

を行った．その結果，水圧 0.4MPa においても通常と同等の動作を行うことが可能で，実験終了後装置を分解

しても駆動装置に水の進入は確認できなかった．写真-5 に水中動作確認実験状況を示す． 
４．おわりに 

 各種の実験を経て本工法の洪積粘性土地盤における施工性を確認することができた．今後，工程短縮及び経

済性に優れたコアドリル削孔機を有効に活用したケーソン急速化掘削工法を積極的に提案する所存である． 

 
 
 
 
 
 
 
   

図-4 室内削孔試験概要図 

写真-3 水平移動削孔実験状況 写真-5 水中動作確認実験 

写真-2 現場削孔試験状況 写真-1 室内削孔試験状況 

写真-4 連続削孔状況 
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